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1 ) はじめ に

飼密 G P S 観測 により観測網上空 ( ス ケ
ー ルハイ ト3 k m ) の 水蒸気の 4 次元分布 を求め

ようとする水蒸気トモグラフ ィ ー の 実験観測はこ れまで ､ 信楽及び気象研構内で行われて き

た. また水蒸気トモ グラフ ィ
ー

の デ ー

タセ ッ トとして利用可能な観測に は, 伊東G P S 桐密

観測及び三 宅島G P S 観測が挙げられる ｡ これ らの解析はまだ通常の G P S 解析 を行い , 各

観測点上空 の天頂大気遅延皇を推定 し , どこまで 高時間分解能で 天頂大気遅延量が推定で き

るか どうか ､ ラジオゾンデや ラジオ メ
ー タデ ー タ と突き合わせ検討されて い る . こ こ で は ,

水蒸気トモ グラ フ ィ
ー

の 基本的デ ー タ で ある ､ 位相残差デ ー タの 検討を就みる ｡

2 ) 水蒸気トモ グラ フ ィ ー デ ー

タ の 開題点

G P S 気象学 にとっ て ア ンテナ位相特性 ( 異機種また は 同機種で も個体差がある ? ) や マ

ルチ/i ス 専まだ未解決 の 問題が あり ､ 検討す べ き課題で ある . 羊うい っ た問題 に は､ たとえ

ば衛星の カ ッ トオフ ア ングル を変える等 ､ 推定時 の各種/てラメ
一

夕を変える ことによる解の

変動 を見 る ことに よ っ てそ の影響の見積 もりがな されて きた｡

位相残差の 検討を行う こ とは､ こうい っ た影響の見積も りに も有効で ある と考えられる ｡

た とえば､ 数日間の 観測によっ て ､ 日々 同じ ( 4 分早< なる) 捜差パ タ
ー ンが得られれぱ､

マ ルチ/i ス の 影響 で ある 可能性が高く , 何らか の補正を行う こ とも可能とな ろう ｡ 短期間で

あればほ ぼ同じ衛星配置を取るた め ､ ア ンテナ位相特性もl剖ま同じように 日々 の残差/て夕
-

ンに現れる と思われる ｡

多くの 研究者 に よ り指摘 されて い るよ うに , G P S 位相残差デ
ー

タ に 臥 水蒸気トモグラ

フ ィ
ー の シグナルである水蒸気遅延 の成層構造か らの ずれだけで なく ､ ア ンテ ナ位相特性や

マ ル チ/てス等によ る , い わば水蒸気トモ グラフ ィ
ー

に と っ て ノイ ズともい う ベ き 量が含まれ

て い る こ とになる ｡

なお ､ 本シ ンポジ ウムで述 べ られて い る (青原
･ 他) ､ 9 5 年1 1 月 に信楽で行われた爾

密 G P S 観測で は, 観測点M Ll - M 6 ･ S 8 - S X で は+ ア シ ュ テ ッ ク Z
- 1 2 , そ の他の

観測点 で は トリ ンプル受信横を用 い て い る ｡

3 ) 2 霊位相差捜差プロ ッ ト

ベル ニ ー ズ等 の G P S 解析 ソ フ トウ ェ アで は ､ 以下 の 2 重位相差 (観測点 α ､ β間,･ 衛星

間i ､ j の 位相の 差 : 衛星と受信機の 時計誤差が相殺 され る) を観測方程式とし て ､ 測位解

を求 めて おり , 2 重位相差 の殊差が得られ る ｡

◎ i '
α β
写 ( 申

1

a

- ¢j
a )

- ( 申
1

β
- ◎ J
β
)

こ こ で , 例えば, ¢
1

α
は観測点 α に 掛ナて観測された衛星 i か らの G P S 搬送波の 位相 を

表す ｡

図 1 に観測点配置 , 図 2 に 1 1 月 1 4 日 0 時
- 4 時 ( U T) の衛星配置 , 図 3 に信楽デ ー タ

の予備的な解析 により得られたL l の 2 皇位相差残差 (観測点M l
- M 2 , M l

- M 4
･
M l - S Z

,
M l -

N 6
, 衛星2 4

-1 8
,
1 8 - 1 6 , 2 4

-1 6 : 但 し1 8
- 1 6 , 2 4

-1 6 に は図を見やすくす るために＋1 0 , ＋2 0 Ⅱ 皿 加え

てい る) の 図を次ペ
ー ジ に示す . 観測地域が狭V l ため､ 電離層 の 影響 は 2 重位相差 で キャ ン

セル され る とし , L l と L 2 を独立なデ
ー タ と して用 い て い る .
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図 1 観測点配置図
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図2 1 9 95 年1 1 月1 4 日0 - 4 時ⅣT) の衛星の ス カイプ ロ ッ ト
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